


 

　
４
月
10
日
、
新
ひ
だ
か
町
公
民
館
に
お

い
て
「
第
66
回
　
し
ず
な
い
農
業
協
同
組

合
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
冒
頭
挨
拶
に
お
い
て
、
片
岡
禹
雄
前
代

表
理
事
組
合
長
よ
り
「
国
内
経
済
に
お
い

て
は
、
安
倍
政
権
が
推
し
進
め
る
経
済
再

生
対
策
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」 

　
　
　
　
に
よ
り
株
価
持
ち
直
し
、
円
安

　
　
　
　
な
ど
一
定
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ

　
　
　
　
て
い
る
も
の
の
、
景
気
回
復
は

　
　
　
　
大
企
業
・
大
都
市
に
限
ら
れ
、

　
　
　
　
地
方
ま
で
お
よ
ん
で
お
ら
ず
、

　
　
　
　
多
く
の
国
民
は
景
気
回
復
を
感

　
　
　
　
じ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
、

　
　
　
　
原
油
価
格
の
高
値
止
ま
り
、
飼

　
　
　
　
肥
料
等
の
高
騰
が
続
く
中
、
４

　
　
　
　
月
か
ら
消
費
税
８
％
の
引
き
上

　
　
　
　
げ
と
相
ま
っ
て
、
更
に
生
産
コ

　
　
　
　
ス
ト
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
ず
、

　
　
　
　
農
業
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

　
　
　
　
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
ま
た
、
昨
年
３
月
に
安
倍
首

　
　
　
　
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
表
明

　
　
　
　
し
、
そ
の
後
、
参
加
国
と
の
協

　
　
　
　
議
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
目
標
と
さ
れ
て
い
た
年
内
妥
結

　
　
　
　
に
は
至
ら
ず
、
今
年
に
持
ち
越

　
　
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
国
と
の
二

国
間
交
渉
に
お
け
る
隔
た
り
は
大
き
く
、

今
後
、
国
益
を
損
な
う
譲
歩
を
迫
ら
れ
か

ね
ず
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。 

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
21
の
分
野
に
も
お
よ

び
ま
す
。
国
民
の
暮
ら
し
や
地
域
社
会
へ

の
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
交
渉
の
行
方
に 

よ
っ
て
は
地
域
社
会
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
経
済
偏
重
の
政
策
は
生
命
の
源
で
あ

る
食
料
を
他
国
に
委
ね
る
こ
と
と
な
り
か

ね
ず
、
国
民
の
食
生
活
に
不
安
を
抱
か
せ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　 

               

　
今
後
、
難
航
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

お
い
て
、
聖
域
の
約
束
を
な
し
崩
し
に
反

故
に
す
る
よ
う
な
や
り
方
は
断
じ
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
重
要
品
目
の
関
税

維
持
を
強
く
求
め
、
国
益
を
損
な
う
交
渉

・
妥
結
を
許
さ
な
い
運
動
を
展
開
し
て
参

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
当
組
合
に
お
け
る
昨
年
度
の
農
畜
産
物

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
１
８
億
１
８

０
０
万
円
の
計
画
に
対
し
、
２
億
１
４
０

０
万
円
増
の
２
０
億
３
２
０
０
万
円
と
な 

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
過
去
最
高
の
取
扱

高
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
菜
の
主
力
で
あ
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
お

い
て
は
、
需
要
の
増
加
・
安
定
出
荷
・
契

約
販
売
な
ど
に
よ
り
、
収
量
は
計
画
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
高
値
取
引
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
７
億
５
２
５
９
万
円
と
な

り
、
３
年
連
続
し
て
７
億
円
の
大
台
と
な

り
ま
し
た
。 

　
生
産
者
の
品
質
向
上
と
安
定
供
給
へ
の

取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
敬
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
複
合
作
目
と
し
て
奨
励
し
て
き

た
黒
毛
和
牛
も
高
値
取
引
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
販
売
計
画
対
比
８
３
７
０
万
円
増

の
４
億
８
１
５
０
万
円
と
な
り
、
基
幹
作

目
の
ひ
と
つ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生

産
農
家
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
関
係
機
関
の

ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
農
家
経
営
安
定
化
に
向
け
、

戦
略
作
目
と
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
黒
毛
和

牛
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
は
、
昨
年
79
日
間

の
開
催
を
終
え
、
販
売
額
は
計
画
対
比 

１
０
９
　
９
％
の
１
４
０
億
１
７
４
３
万

円
と
な
り
22
年
ぶ
り
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
Ａ
ｉ
ｂ
ａ
静
内
の
移
転
、
Ａ
ｉ
ｂ
ａ

祭
の
開
催
に
よ
る
集
客
増
加
な
ど
地
元
関

係
機
関
・
団
体
の
特
段
の
ご
協
力
、
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
競
馬
人
気
の
低 



迷
、
地
方
競
馬
の
廃
止
が
続
く
な
ど
厳
し

い
環
境
が
続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日

高
の
基
幹
産
業
で
あ
る
軽
種
馬
産
業
に
と

り
ま
し
て
、
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
の
安
定

的
な
開
催
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

　
農
業
担
い
手
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
手
を
携
え
、
新
規
就
農
者
の
受
け

入
れ
、
後
継
者
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り

研
修
生
２
名
が
新
規
就
農
し
て
お
り
、
そ

の
成
果
が
現
れ
始
め
て
お
り
ま
す
。 

　
更
に
、
本
年
度
よ
り
新
ひ
だ
か
町
に
よ

る
静
内
ハ
ウ
ス
団
地
が
稼
働
し
、
研
修
生

の
受
入
体
制
が
整
う
こ
と
か
ら
大
き
く
期

待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

研
修
生
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
と
農
業
後

継
者
の
育
成
を
図
り
、
農
業
担
い
手
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
Ｊ
Ａ
事
業
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
環
境

下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
事
業
と
も
計

画
以
上
の
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

経
費
節
減
と
合
わ
せ
、
６
１
０
０
万
円
ほ

ど
の
税
引
き
前
当
期
剰
余
金
を
見
込
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、
３
Ｊ
Ａ
で
の
合
併
を
更

に
押
し
進
め
る
た
め
に
、
債
務
者
区
分
・

担
保
評
価
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
２

億
６
４
４
６
万
円
の
貸
倒
引
当
金
の
積
み

増
し
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
税
引
き

前
当
期
損
失
金
は
２
億
２
９
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
内
部
留
保
金
を
取 

り
崩
し
て
補
填
し
た
結
果
、
自
己
資
本
比

率
は
昨
年
度
末
よ
り
１
　
９
９
％
低
下
し

８
　
６
９
％
と
な
り
ま
し
た
。 

　
法
令
で
定
め
る
４
％
あ
る
い
は
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
ル
ー
ル
の
８
％
を
確
保
し
て
い
る
も

の
の
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
が
定
め
る
自

主
ル
ー
ル
で
あ
る
10
％
以
上
の
早
期
達
成

に
向
け
、
固
定
化
債
権
の
流
動
化
と
自
己

資
本
の
造
成
に
一
層
取
り
組
ん
で
参
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
３
Ｊ
Ａ
に
よ
る
合
併
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
関
係
Ｊ
Ａ
と
の
検
討
協
議

を
行
い
、
更
な
る
経
営
・
財
務
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
各

位
に
は
特
段
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

                

　
議
長
に
は
、
有
田
英
二
氏
、
中
田
浩
美

氏
が
選
任
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
７
議
案
全

て
が
原
案
通
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

　
決
議
事
項
と
し
て
提
出
さ
れ
た
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
国
際
貿
易
交
渉
か
ら
北
海
道
を
守
り

抜
く
決
議
（
案
）
」
に
つ
い
て
は
、
不
動

達
也
Ｊ
Ａ
し
ず
な
い
青
年
部
部
長
が
朗
読

し
、
出
席
者
全
員
で
参
加
反
対
決
議
を
行

い
ま
し
た
。 

　
総
会
終
了
後
に
は
、
長
き
に
渡
っ
て
当

組
合
の
役
員
を
務
め
、
今
回
の
役
員
改
選

を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
片
岡

禹
雄
前
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
、
退
任
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
片
岡
前
組
合
長
は
、
昭
和
53
年
度
か
ら

平
成
４
年
度
ま
で
理
事
を
15
年
間
、
そ
の

う
ち
、
平
成
２
年
度
か
ら
の
３
年
間
は
、

組
合
長
代
理
を
務
め
、
平
成
５
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
21
年
間
は
、
代
表
理

事
組
合
長
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
片
岡
前
組
合
長
の
在
職
期
間
は
、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
が
あ
り
、
馬
産
地
日
高
が
最
も

大
き
く
変
化
し
た
時
期
と
も
重
な
り
、
組

合
長
と
し
て
、
心
配
事
や
ご
苦
労
が
数
多

く
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
常
に
当
地
区
農
業
と
当
組
合

を
け
ん
引
す
る
立
場
と
し
て
、
様
々
な
場

面
で
ご
尽
力
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
か

ら
多
く
の
支
持
を
集
め
て
い
た
こ
と
は
、

衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
ま
で
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 





      
 

一
、
対
策
農
家
の
長
期
資
金（
借
換
）の
貸
付 

　
　
に
つ
い
て 

二
、
理
事
者
に
対
す
る
短
期
資
金
の
貸
付
及

　
　
び
平
成
26
年
ク
ミ
カ
ン
取
引
に
つ
い
て 

三
、
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て  

  

一
、
平
成
26
年
度
基
本
方
針
と
重
点
実
施
事

　
　
項
に
つ
い
て 

二
、
平
成
26
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
に

　
　
つ
い
て 

三
、
平
成
26
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度

　
　
に
つ
い
て 

四
、
平
成
26
年
度
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度

　
　
額
に
つ
い
て 

五
、
平
成
26
年
度
理
事
者
に
対
す
る
貯
金
担

　
　
保
貸
付
及
び
共
済
担
保
貸
付
の
具
体
的

　
　
包
括
承
認
に
つ
い
て 

  

一
、
対
策
農
家
の
対
応
に
つ
い
て 

二
、
平
成
25
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て 

三
、
固
定
資
産
減
損
会
計
に
つ
い
て 

四
、
資
産
査
定
基
準
（
担
保
評
価
マ
ニ
ュ
ア

　
　
ル
）（
案
）の
見
直
し
に
つ
い
て 

五
、
外
部
出
資
に
つ
い
て 

六
、
平
成
25
年
度
馬
産
地
再
活
性
化
緊
急
対

　
　
策
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て 

七
、
出
資
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て 

  

一
、
長
期
資
金（
借
換
）の
貸
付
に
つ
い
て 

二
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

三
、
目
的
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て 

四
、
平
成
25
年
度
の
自
己
査
定
結
果
に
つ
い

　
　
て 

五
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て 

六
、
平
成
26
年
度
固
定
資
産
の
取
得
及
び
処

　
　
分（
案
）に
つ
い
て 

七
、
平
成
26
年
度
職
員
の
定
員
及
び
職
員
給

　
　
与
の
改
正（
案
）に
つ
い
て 

八
、
平
成
25
年
度
内
部
監
査
結
果
報
告
及
び

　
　
平
成
26
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て 

九
、
平
成
26
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ

　
　
グ
ラ
ム
計
画
に
つ
い
て 

十
、
平
成
26
年
度
余
裕
金
の
預
入
先
に
つ
い

　
　
て 

十
一
、
定
款
の
変
更
に
つ
い
て 

十
二
、
規
定
類
の
改
正
に
つ
い
て 

十
三
、
出
資
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て 
  

一
、
理
事
候
補
者（
理
事
会
枠
）の
推
薦
に
つ

　
　
い
て 

  

一
、
平
成
25
年
度
決
算
監
査
の
実
施
結
果
に

　
　
つ
い
て 

二
、
道
の
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に

　
　
つ
い
て 

三
、
平
成
26
年
度
役
員
報
酬
に
つ
い
て 

四
、
中
期
経
営
計
画（
平
成
26
〜
28
年
）（
案
）

　
　
に
つ
い
て 

五
、
内
国
為
替
手
数
料
の
変
更
に
つ
い
て 

六
、
平
成
26
年
度
団
体
営
整
備
事
業
（
農
業

　
　
基
盤
整
備
促
進
事
業
）の
実
施
に
つ
い
て 

七
、
第
66
回
通
常
総
会
議
案
（
決
算
関
係
書

　
　
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
）に
つ
い
て 

八
、
第
66
回
通
常
総
会
招
集
通
知
に
つ
い
て 

  

一
、
第
66
回
通
常
総
会
議
案
第
７
号
（
役

　
　
員
の
選
任
）に
つ
い
て
　 

  

一
、
不
良
債
権
先
に
係
る
回
収
及
び
処
理
方

　
　
針
に
つ
い
て 

二
、
平
成
26
年
〜
28
年
度（
３
ヵ
年
）不
良
債

　
　
権
比
率
改
善
計
画
に
つ
い
て 

  

一
、
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

二
、
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て 

三
、
副
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て 

四
、
常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

五
、
信
用
担
当
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

六
、
使
用
人
の
退
職
事
由
の
除
外
に
つ
い
て 

七
、
非
常
勤
理
事（
み
な
し
常
勤
理
事
）の
使

　
　
用
人
兼
務
の
決
定
に
つ
い
て 








